
1.基本的事項

1

③まちづくりの方向　〔政策（章）〕 5

④基本施策〔施策大（節）〕 2

⑤基本的方向〔施策中〕 4

⑥担当部名 ⑦担当課名

２．施策の現状把握
〔１〕施策の対象・意図

〔２〕施策指標及び推移

〔３〕施策を構成する事務事業
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下水道の整備

下水道整備の推進

①施策の対象（誰、何に対して施策を実施するのか） 下水道計画区域内の市民及び事業者

③環境（この施策を取り巻く状況はどのような状態なのか、
　また、国や府の動きはどのような状態で、
　今後どのように変化していくと考えられるか）

　国や府から生活排水処理施設の早期の概成が求められており、下水道の整備を急
ぐ必要がある。近年、社会資本整備総合交付金の要望額に対する内示率が減少傾
向にあり、今後さらに厳しくなる見通し。また、国からはストックマネージメント計画の策
定を期待されている。

施策指標（成果指標） 単位 指標とした理由・考え方

①
下水道普及率

①施策名〔施策小〕 ②施策番号

　　　　　　　　　　　　　　　　  　　施策評価シート　    （評価対象年度 ： 平成２９年度）

6304

快適で活気にあふれ、環境にやさしいまち

上下水道部 下水道整備課

活気にあふれるとともに快適で美しく、市内・市外がネットワークで緊密に結ばれ、だ
れもが使いやすいまちをめざします

②意図（対象をどのような状態にしたいのか。何を狙っているのか）
　公共下水道を整備し、普及率を上げるともに既存の公共下水道施設の維持管理を
適切に行い、安心して下水道を使用する。

％
　普及率が増加することにより、下水道に接続する世帯が増え、水質環境の
改善が図られるため。

計算式 整備済区域内人口／行政人口

②
計算式

③
計算式

指標名 単位 Ｈ28実績 Ｈ29実績 Ｈ30実績 Ｒ1見込 Ｒ2目標 備考

① 下水道普及率 ％

目標値 54.8 55.2 55.6 57.7 57.7

実績値 54.8 56.9 57.3 ― ―

達成率 100.0% 103.1% 103.1%

②

目標値

実績値

達成率

③

目標値

達成率

事務事業名
成果指標 総事業費（千円） 事務事業評価結果

今後の方向性

実績値

重点化
指標名 単位 Ｈ29実績 Ｈ30実績 Ｒ1見込 Ｈ29実績 Ｈ30実績 Ｒ1見込 総合評価

別紙様式

438,871 322,534 488,53010



３．施策の評価

４．一次評価（所管課評価）

５．改革、改善案

６．二次評価（行革・財産活用室評価）

C：施策達成に向けた取組や展開などが適切
　　に行われているものの、改善の余地がある

D：施策達成に向けた取組や展開などが不十
　　分であり、改善の余地が大いにある

課題等
A：施策達成に向けた取組や展開などが大変
　　評価できる

　下水道普及率は少しずつであるが増えており、施策
は適切に行われている。
　維持管理に係るコストの低減や効果的・効率的な整
備により、既存設備の維持更新・長寿命化と普及率
の向上への取組を計画的かつ適切に進められたい。

B：施策達成に向けた取組や展開などが適切
　　に行われている

二次評価

評価（Ａ～Ｄ）

Ｂ

C：施策達成に向けた取組や展開などが適切
　　に行われているものの、改善の余地がある

A：施策達成に向けた取組や展開などが大変
　　評価できる

短期的対応
（１、２年のうちに取り組む改善案）

中長期的対応
（３～５年をめどに取り組む改善案 ）

一次評価

評価（Ａ～Ｄ）

Ｂ

⑤施策を構成する事務事業の中で重点化及び縮小化についてど
のように考えますか。
　（２〔３〕において、◎、○、▲とした理由をお示しください。）

　継続的に未水洗家庭を全戸訪問し、水洗化の促進を図る。
　ポンプ場の長寿命化計画に基づく工事実施。
　ストックマネージメント計画の策定。

　ストックマネージメント計画に基づく工事実施。
　事業計画の策定。

　下水道普及率の向上を図るためには、公共下水道整備事業が特に重要であり、計画的
で着実な下水道整備を図るためには、公共下水道計画事業が必要である。また、ポンプ場
の正常な運転により雨水整備の効果が得られるため、ポンプ場管理事業は重要である。

評価の視点 説明・コメント等

①本施策の意図すること（目的）は、上位施策（施策中）の達成に
どのように貢献しますか。
　（施策所管課等としての考えをお示しください。）

　効率的な整備を進め、適切な維持管理を通して生活排水などの汚水を適正に処理して公
共用水域の水質を保全し、公衆衛生の向上を実現するため、公共下水道の効率的な整備
を進めるとともに水洗化の促進を図り、清潔で快適なうるおいのあるまちづくりを推進する。

②本施策で設定した指標から何が読み取れますか。
　（２〔２〕の表の数値の推移から分析できることをお示しください。）

　微増ではあるが、着実に進捗している。下水道整備には時間と予算、そして継続性が必要。

B：施策達成に向けた取組や展開などが適切
　　に行われている

D：施策達成に向けた取組や展開などが不十
　　分であり、改善の余地が大いにある

課題等

　微増ではあるが、着実に下水道普及率が向上して
おり、施策は適正に行われている。今後は下水道の
整備計画と合わせ、既存の下水道施設のストックマ
ネージメントの進め方（優先順位を含め）を検討してい
く必要がある。

即時的対応
（すぐに取り組む改善案）

③本施策において市民、団体等との役割分担や市の関与は適切
ですか。
　（施策所管課等としての考え（理想と現実）をお示しください。）

　宅内の排水設備工事が欠かせないことから、市民の協力により更なる水洗化向上が見
込める。

④施策を構成する事務事業は適正ですか。
　（２〔３〕を踏まえ、施策目標に対し事務事業にずれはないか、数は
適正かについて考えをお示しください。）

　必要な事務事業で構成されており、適正である。

　未水洗家庭を全戸訪問し、水洗化の促進を図る。
　ポンプ場の長寿命化計画に基づく工事実施。



（別紙）6304

〔３〕施策を構成する事務事業
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汚水管渠管理事業
汚水管トラ
ブル

件 5 0

事務事業名

5,462 5,462

0 3,645 3,837 3,837

成果指標 総事業費（千円）

指標名 単位 Ｈ29実績 Ｈ30実績 R1見込 Ｈ29実績 Ｈ30実績 R1見込

雨水管渠管理事業
雨水管トラ
ブル

件 0 0 0 4,906

1 1

200 9,264

公共下水道計画事業
下水道普及
率

％ 56.9 57.3

雨水貯留タンク設置助成
事業

補助件数 件 14 10

Ａ

排水設備工事促進事業 接続件数 件

6,419

0 0

Ａ

5,754 Ａ

水質管理事業
異常水発生
件数

件 2

438,87110 322,534 488,530

0 93,154 89,011 105,018

受益者負担金賦課事業

ポンプ場管理事業
運転トラブ
ル

件 Ａ

負担金収納
額

千円 8,474 5,956 2,591 4,716

8,947 8,947

2,105 2,196 2,207

Ａ

公共下水道整備事業
下水道普及
率

％ 56.9 57.3 57.3 257,531

135 121

151,034 334,090 Ａ

5703.0 53,312 51,110 6,849 Ａ

ｍ 192,780 192,780 194,691 8,791 3,551 Ａ

30 1,447

公共下水道管理事業
台帳整備済
延長

967 1,711 Ａ

14,655

重点化
今後の方向性

アＡ

ア

総合評価

事務事業評価結果

ア ○

ア

ア

ア

ア ◎

○

ア

ア

ア


